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号
証

作成年月日 作成者 立証趣旨 備考

甲
150
の2

マグニチュード、
破壊域の長さ、
幅、面積及び面の
すべり量の間の新
たな実験的関係
（抄）（974頁、985
頁）

写 1994年 ドナルド　L.
ウェルズ　及
び　ケビン
Ｊ．カッパース
ミス

Wells & Coppersmith(1994)に、「こ
の観察によれば、初期の余震分布
によって定義された破壊面積でさ
えも、実際の破壊領域よりいくぶん
大きいことを示唆している」という記
述のある事実。

甲150と
同一文
献の別
頁

標　　　　　　　　目
（原本・写しの別）
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